
令
和
四
年
度 

第
四
回
仏
壮
例
会
聖
典
勉
強
会 

十
月
二
十
日
（
木
） 

テ
ー
マ 
『
御
文
章
』 

『
御
文
章
』
は
、
八
代
宗
主
蓮
如
上
人
が
、
全
国
の
お
弟
子
さ
ん
や
ご
門
徒
方
へ
消
息
（
手
紙
）

と
し
て
発
信
し
た
仮
名
書
き
に
よ
る
法
語
で
す
。
元
々
は
、
「
御
文
（
お
ふ
み
）
」
と
い
い
、
本
願

寺
派
で
は
十
四
代
宗
主
寂
如
上
人
以
後
「
御
文
章
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

大
谷
派
で
は
今
で
も
「
御
文
（
お
ふ
み
）
」
と
い
い
、
興
正
派
で
は
「
御
勧
章
（
ご
か
ん
し
ょ

う
）
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
「
宝
章
」「
勧
章
」
と
も
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

御
文
章
は
、
蓮
如
上
人
が
四
十
七
歳
の
時
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、
八
十
五
歳
で
ご
往
生
さ
れ
る

四
ケ
月
前
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
じ
つ
に
二
百
数
十
通
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。 

蓮
如
上
人
が
ご
往
生
の
後
、
孫
で
あ
る
圓
如
上
人
が
、
二
百
数
十
通
の
御
文
章
の
中
か
ら
八
十

通
を
選
び
、
五
帖
（
冊
）
に
編
集
し
た
物
を
『
帖
内
御
文
章
（
じ
ょ
う
な
い
ご
ぶ
ん
し
ょ
う
）
』

と
い
い
ま
す
。
伝
え
に
よ
る
と
十
一
歳
か
ら
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
お
手
紙
を
集
め
始
め
て
、

三
十
一
歳
で
つ
い
に
そ
の
編
集
を
終
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
五
時
間
後
に
ご
往
生
さ
れ
た
と
い
い

ま
す
。 

そ
の
う
ち
、
一
帖
目
か
ら
四
帖
目
に
は
日
付
が
あ
る
も
の
を
年
代
順
に
な
ら
べ
て
あ
り
、
五
帖

目
に
は
日
付
が
不
明
な
も
の
を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
四
帖
目
の
最
後
、
第
十
五
通

「
大
坂
建
立
章
」
は
、
蓮
如
上
人
の
真
筆
で
は
最
後
の
御
文
章
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
帖
目
は
十
五
通
、
ニ
帖
目
も
十
五
通
、
三
帖
目
は
十
三
通
、
四
帖
目
は
十
五
通
、
互
帖
目
は

二
十
二
通
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
全
八
十
通
の
な
か
か
ら
抜
粋
し
た
二
十
三
通
（
八
ケ
条
本
）

と
二
十
四
通
（
六
ケ
条
本
）
が
も
っ
と
も
多
く
全
国
の
寺
院
や
ご
門
徒
に
普
及
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



こ
れ
を
著
さ
れ
た
背
景
に
は
、
御
文
章
を
書
き
始
め
ら
れ
た
本
願
寺
の
衰
退
、
他
宗
の
念
仏
に

対
し
て
親
鸞
聖
人
の
示
さ
れ
た
教
義
安
心
を
正
す
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
人
々
の
現
実
の
苦
し
み
悲
し
み
を
ご
覧
に
な
り
、
浄
土
真
宗
を
広
め
る
こ
と
が
何
よ
り

大
切
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
す
。 

な
ぜ
な
ら
、
御
文
章
を
書
き
始
め
ら
れ
た
寛
正
二
年
三
月
は
「
長
禄
・
寛
正
の
大
飢
饉
」
の
年

で
、
こ
と
に
三
月
は
都
に
餓
死
者
が
あ
ふ
れ
た
頃
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
記
録
で
は
、
全
国
で
三

分
の
二
の
人
口
が
減
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
老
若
男
女
の
悲
嘆
に
涙
し
て
筆
を
と
ら
れ

た
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
年
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
二
百
回
大
遠
忌
法
要
の
年
で
、
今
こ
そ
本
当

に
全
て
の
命
が
救
わ
れ
ゆ
く
浄
土
真
宗
の
再
興
を
想
わ
れ
た
の
で
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
浄
土
真
宗
の
教
線
は
全
国
に
大
き
く
広
が
り
、
本
願
寺
も
大
き
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
で
は
蓮
如
上
人
を
「
中
興
の
祖
」
と
申
し
上
げ
る
の
で
す
。 

妙
好
人
と
称
さ
れ
た
ご
門
徒
は
、
こ
の
御
文
章
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。
近
代
で
は
、

近
江
商
人
や
福
沢
諭
吉
翁
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。 

以
上 

           
 

   


